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町制60周年記念事業
ＮＨＫ番組「俳句王国がゆく」公開収録
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町制60周年記念事業
ＮＨＫ番組「俳句王国がゆく」公開収録

　５月30日㈯、松野町コミュニティセン
ターで松野町制60周年記念事業の一環と
してＮＨＫ番組「俳句王国がゆく」の公
開収録が行われました。当日は、町内外
から約250人の皆さんが観覧者として参
加し、時折大きな歓声や拍手が起こる盛
況ぶりでした。
　「俳句王国がゆく」は、俳句を愛する
地元選抜の「松野チーム」と俳句の猛者
たちが集結した「俳句王国チーム」に分
かれ、両チームが松野町の魅力をテーマ
に俳句を作り、１対１の俳句バトルを繰
り広げる番組です。主宰として俳人の西
村和子さん、ゲストとして小説家・詩人
のねじめ正一さん、モデルのラブリさん、
また司会では、タレントのＵ字工事さん
等が出演。俳句づくりの経験・未経験を
問わず家族そろって楽しめる番組構成と
なりました。
　当日は、地元にちなんだ「四国の新幹
線」「アカメ」「五ッ鹿踊り」の３テーマ
と句会での対戦でしたが、結果は会場の
皆さんの判定によって「松野チーム」の
大勝利。ステージと客席の一体感あふれ
る盛り上がりを見せました。また、「小
さな子規さん見ぃ～つけた」のコーナー
では、松野東小学校の児童の皆さんがＶ
ＴＲで出演。瑞々しい感性の俳句を将来
の夢とともに元気いっぱいに披露してく
れました。
　今回の番組収録では、地域を取り巻く
ホットな話題や魅力の発信に繋がったと
同時に、わが松野町を、郷土の俳人「芝
不器男」を生んだ「俳句の里」として全
国にアピールする絶好の機会となりまし
た。

Pickup 森 の 国
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森 の国だより

愛
媛
・
高
知
両
知
事
が
会
談

本
町
で
交
流
会
議
を
開
催

５
21

　

５
月
21
日
㈭
、「
愛
媛
・
高
知
交
流
会
議
」
が
本
町
で
開
催
さ

れ
、
本
県
の
中
村
知
事
と
高
知
県
の
尾
崎
知
事
が
今
後
の
両
県

連
携
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

県
境
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
「
新
幹

線
」
に
乗
り
込
み
松
野
町
の
玄
関
口
松
丸
駅
に
降
り
立
っ
た
両

知
事
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息
吹
が
管
理
す
る
獣
肉
処
理
加
工

施
設
、
森
の
国
ホ
テ
ル
、
滑
床
渓
谷
の
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
国

指
定
史
跡
河
後
森
城
跡
な
ど
町
内
を
一
巡
し
た
後
、
松
野
中
学

校
で
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
県
は
、「
え
ひ
め
南
予
博
覧
会
（
仮
称
）」
と
「
奥
四
万
十
博
」

の
開
催
を
来
年
度
に
控
え
、
本
地
域
が
地
理
的
に
も
人
間
的
に

も
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
両
県
が
協
調
す
る

こ
と
で
情
報
発
信
力
の
強
化
を
狙
い
、
誘
客
な
ど
で
連
携
す
る

こ
と
を
確
認
。
そ
の
他
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
防
災
対
策
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
有
意
義
な
会
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
談
の
前
に
は
両
知
事
が
松
野
中
学
校
の
生
徒
か
ら

お
茶
の
接
待
を
受
け
た
り
、
授
業
参
観
に
出
向
き
声
を
か
け
る

な
ど
気
さ
く
な
人
柄
で
生
徒
た
ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
が
、

中
学
生
に
と
っ
て
も
記
憶
に
残
る
大
変
意
義
深
い
交
流
会
議
に

な
り
ま
し
た
。

松野町制60周年記念事業　今後の主な日程
○ 「森の国安全で安心なまちづくり

フェア」の開催
　７月26日㈰、松丸スポーツ広場・森の国ドームを
主会場に「森の国安全で安心なまちづくりフェア」
を開催します。
　当日は、警察・消防・自衛隊の車両の展示・試乗、炊
出し訓練、地震体験車、煙体験
ハウス、応急手当訓練などを通じ
て防災の知識を高めることができ
ます。ぜひご来場ください。

○松野町60周年記念
「もぎたてテレビ生放送」

　７月５日㈰、愛媛県内で絶大な人気を誇る「もぎ
たてテレビ」が、「道の駅虹の森公園まつの」から生
放送。
　当日は、松野町が誇る特産品のひとつ「桃」がお
得にお買い求めできるほか、「桃まつり」や予土うま
いもの合戦2015開幕戦」を同時に開催することとし
ておりますので、皆さんのご来場をお待ちしていま
す。

▷
吉
野
生
駅
で
記
念
撮
影

▷
中
学
校
で
記
念
撮
影

▷
授
業
参
観
の
様
子
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森 の国だより

５
30

　

５
月
30
日
㈯
、
目
黒
地
区
の
風
物
詩
で
あ
る
「
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

が
松
野
南
小
学
校
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

で
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ

ル
愛
好
会
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
目
黒

地
区
全
体
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
初
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
大
学
生
や
各
団
体
等
の
Ｏ
Ｂ
も
来
場
し
旧
交
を

温
め
る
姿
は
ち
ょ
っ
と
し
た
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
も

活
動
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
10
周
年
記
念
の
特
別
企
画
と
し
て
、
ド
ラ
ム
缶
を
原
型
と
し

た
楽
器
「
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
」
を
演
奏
す
る
グ
ル
ー
プ
「
ワ
イ
ワ
イ
ス
テ
ィ
ー

ル
バ
ン
ド
」
の
特
別
出
演
や
、
ふ
る
さ
と
目
黒
の
昔
の
写
真
展
、
松
山
市
の
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
、
初
の
試
み
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
南
小
学
校
で
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
「
風
景
歩
き
」
で
地

域
を
探
検
し
、
大
学
生
た
ち
と
歩
き
な
が
ら
、
見
た
り
感
じ
た
り
し
た
体
験
を

も
と
に
作
品
づ
く
り
を
行
い
、
こ
の
日
の
発
表
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　

南
小
学
校
児
童
の
発
表
で
は
、
一
人
一
人
が
風
景
歩
き
を
題
材
と
し
た
作
文

や
俳
句
の
発
表
、「
森
の
子
守
歌
」
や
「
河
は
呼
ん
で
い
る
」
な
ど
の
合
唱
が
披

露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
鬼
城
太
鼓
」
と
ジ
ュ
ニ
ア
団
体
の
「
森
風
」
に
よ
る
迫

力
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
、
そ
し
て
初
出
演
の
「
ワ
イ
ワ
イ
ス
テ
ィ
ー
ル
バ
ン
ド
」

の
美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
町
内
外
に
フ
ァ
ン
の
多
い
「
ゆ
ず
の
香
り
」
に
よ

る
懐
か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
合
唱
曲
で
観
客
を
巻
き
込
ん
で
の
ス
テ
ー
ジ

な
ど
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
場
内
の
ふ
る
さ
と
バ
ザ
ー
も
盛
況
で
、
目
黒
米
お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、

手
づ
く
り
お
菓
子
な
ど
が
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
外
は
す
っ
か
り
暗
く
な
り
、
鮮
や
か

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
畦
道
は
、
幻
想
的
な
風
景
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
美
し
く
彩
ら
れ
た
畦
道
を
個
々
の
ペ
ー
ス
で
散
策
し
、
都
心
部

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
蛍
を
見
つ
け
て
は
感
動
に
浸
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

目
黒
地
区
で
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
地
域
の
自
然
を
生
か
し
守
っ

て
い
く
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
も
の
で
す
。

目
黒
地
区
風
景
イ
ベ
ン
ト

蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
₁0
周
年



6

の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
五
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

四
万
十
川
の
淀
み
初
め
た
る
走
り
梅
雨

 

東
京
都　

松
野　

秀
雄

《
虹
の
森
公
園
》

　

沙
羅
の
花
き
の
ふ
に
つ
づ
き
母
の
夢

 

八
幡
浜
市　

節　
　
　

女

　

大
夕
焼
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん
ま
た
明
日

 

八
幡
浜
市　

一　
　
　

夘

　

合
歓
咲
く
や
母
は
一
人
で
野
良
帰
り

 

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

早
起
き
て
さ
み
だ
れ
あ
び
て
露
天
風
呂

 

松
山
市　

坂
東　

福
子

通
夜
の
灯
の
揺
る
る
水
田
の
初
蛙か
わ
ず 

伊
藤　

富
子

先ま

ず
憩い
こ

ふ
牧
場
の
茶
屋
や
若
葉
風 

岡
本　

京
子

茶
摘
女
の
赤
い
た
す
き
や
東
海
道 

金
谷　

恵
子

駐
在
の
茶
摘
媼
へ
愛
の
声 

金
谷　

重
子

見
霽
か
す
大
野
が
原
の
立
夏
か
な 

金
谷　

文
恵

懐
か
し
や
母
さ
ん
の
味
心と
こ
ろ
て
ん太 

駒
山　

忠
夫

牡
丹
寺
よ
り
明
日
が
見
頃
と
電
話
く
る 

谷　

き
よ
し

お
遍
路
の
鈴
の
音ね

辻
を
曲
り
ゆ
く 

布　
　

康
江

新
茶
揉
む
爪
ま
で
渋
の
色
を
し
て 

ひ
の
た
い
ら

学
童
の
歌
声
響
く
夏
は
じ
め 

古
谷　
　

香

岩
肌
を
流
る
る
水
や
初
夏
の
風 

山
下
ス
ミ
子

緑り
ょ
く

陰い
ん

を
目
指
し
て
ゆ
き
ぬ
車
椅
子 

赤
松　

午
子

永
き
日
の
眼メ
ガ
ネ鏡
か
け
た
り
は
ず
し
た
り 

稲
谷
キ
ミ
子

青
葉
風
四
百
年
の
天
守
か
な 

上
田
美
智
子

鉢
植
ゑ
の
日
々
楽
し
め
り
レ
モ
ン
の
実 

岡
本　

三
葉

お
隣
り
の
曽
孫
の
赤
ち
ゃ
ん
す
み
れ
ち
ゃ
ん 
竹
内
サ
ダ
子

葛
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

人
権
の
広
場

松
野
中
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

土
居　

優
子

　

５
月
13
日
㈬
、
松
野
中
学
校
で
「
森
の
国
子
ど
も
大
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
松
野
町
内
の
全
小
中
学
校
、
約
２
５
０
人
の

児
童
生
徒
が
一
堂
に
集
ま
り
、
い
じ
め
撲
滅
の
た
め
に
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
町
内
の
全
て

の
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
こ
の
よ
う
な
話
合
い
の
機
会
を
も

つ
の
は
今
回
が
初
め
て
の
取
組
で
す
。

  

ま
ず
、
松
野
中
学
校
生
徒
会
役
員
４
人
が
、
挨
拶
の
徹
底
や

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｍ
制
作
な
ど
、
学
校

で
い
じ
め
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
実
践
し
て
い
る
取
組
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
19
の
班
に
分
か

れ
、
い
じ
め
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
次
の
よ
う
な
合
い

言
葉
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

松
野
町
小
・
中
学
校　

い
じ
め
防
止
の
合
い
言
葉
「
あ
い
う
え
お
」

　
「
あ
」
…
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
し
よ
う
！

　
「
い
」
…
い
い
所
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
よ
う
！

　
「
う
」
…
受
け
止
め
よ
う
！
他
人
の
気
持
ち
を
無
視
せ
ず
に
！

　
「
え
」
…
遠
慮
せ
ず
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ
う
！

　
「
お
」
…
追
い
出
そ
う
！
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
い
じ
め
の
心
！

　

最
後
に
「
い
じ
め
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
児
童
代
表
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
こ
の
合
い
言
葉
は
、
私
た
ち
大
人

に
と
っ
て
も
日
々
の
生
活
の
中
で
大
切
に
し
た
い
合
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
、「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い

て
取
り
組
む
真
摯
な
姿
か
ら
、
私
た
ち
大
人
も
そ
の
模
範
と

な
る
べ
き
行
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　
（
死
亡
者
）　　
（
享
年
）

延
野
　々

森
田
サ
ダ
ヱ　
　

95
歳

松　

丸　

河
野
ヨ
シ
ヱ　
　

100
歳

吉　

野　

坂
井　

哲
意　
　

82
歳

松　

丸　

坂
本
マ
ツ
ヱ　
　

83
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

友　
　

勝
彦　

松
野
町

坂
井　

一
裕　

松
野
町

河
野　
　

尚　

東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2,034世帯（＋６世帯）

総人口　4,203人 （－２人）
男1,981人　女2,222人
（５月中の異動）

　　○出　生　１人　○死　亡　５人
　　○転　入　19人　○転　出　16人

平成27年５月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　
（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

吉　

野　

池
本　
　

綾　

新に
い　

菜な　
　

女

　
　
　
　
　
　
　

佳
代

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

統
計
功
労
者　
眞
鍋
壽
美
恵
さ
ん

愛
媛
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者

表
彰
を
受
賞

　

５
月
22
日
㈮
、
愛
媛
県
庁
で
平
成
27
年
度
愛
媛
県
統

計
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
蕨
生
の
眞
鍋
壽
美
惠
さ
ん

が「
平
成
27
年
度
愛
媛
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
眞
鍋
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
り
国
勢
調
査

や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
統
計

業
務
に
従
事
さ
れ
、業
務
全
般
に
わ
た
り
正
確
で
親
切
・

丁
寧
な
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

統
計
調
査
は
、
日
本
の
政
策
等
を
考
え
る
上
で
基
本

と
な
る
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。
今

年
は
、
10
月
に
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
30
日
㈯
、
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

総
会
が
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
松

野
町
の
体
育
指
導
委
員
５
名
が
、
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
と
し
て
町

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

ま
た
、
町
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
努
め
る
な
ど
地
域
に

お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
に
は
、
愛
媛
国
体
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
普
及
活
動
に
引
き
続
き
の

ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

会
長
表
彰
を
受
賞

①吉本　純二さん
②増田　典嗣さん
③井上史女美さん
④安西　和加さん
⑤若宮　睦志さん

①

②

③⑤

④
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農業委員会だより（７月号）

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
取
得
を
す
る
場
合
に
は
、
農

地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
農
地
を
継
続

し
て
耕
作
す
る
事
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
者
が
農
地

を
取
得
す
る
事
に
よ
り
、
農
地
が
荒
廃
す
る
事
を
防

ぐ
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
許
可
を
得
て
い
な
い
売

買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
、
対
価
を
支
払
っ
た

と
し
て
も
、
所
有
権
の
取
得
が
出
来
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
得
る
た
め

に
は
、
本
人
若
し
く
は
世
帯
員
等
に
農
業
に
常
時
従

事
す
る
人
が
い
る
事
や
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地

等
の
農
業
上
の
効
率
的
な
利
用
の
確
保
に
支
障
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
な
い
事
等
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
程
度
の
経
営
面
積
が
な
い
と
生
産
性

の
確
保
が
難
し
く
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
継
続
し

に
く
い
事
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
農
地
の
所
有
権
を

取
得
し
た
後
の
経
営
面
積
が
、
下
限
面
積
を
超
え
な

い
場
合
は
許
可
が
出
来
ま
せ
ん
。
現
在
の
松
野
町
で

は
そ
の
下
限
面
積
を
町
内
全
域
30
ア
ー
ル
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
山
﨑
ル
リ
子
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
法
律
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員
、
弁
護
士

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

『
え
ひ
め
生
き
も
の
応
援
キ
ッ
ズ
』の
募
集

　

県
で
は
、
県
内
の
野
生
動
植
物
に
つ
い
て
、
す
す
ん
で
学

習
し
、
発
表
し
て
く
れ
る
「
え
ひ
め
生
き
も
の
応
援
キ
ッ
ズ
」

を
募
集
し
ま
す
。
キ
ッ
ズ
の
研
究
・
活
動
は
、
生
物
多
様
性

セ
ン
タ
ー
、
科
学
博
物
館
、
動
物
園
な
ど
の
専
門
家
が
全
面

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
㈬
か
ら
７
月
15
日
㈬

【
対　
　

象
】
20
人

【
申
込
方
法
】
所
定
の
様
式
に
よ
り
郵
送
、
Ｆ
ａ
ｘ
、
メ
ー
ル

で
応
募

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
自
然
保
護
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
６
８

　
　
　
　
　
　
　

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
４

　
　
　
　
　
　
　

shizenhogo-cnt@
pref.ehim

e.jp

「
え
ひ
め
無
事
故・無
違
反
１
２
３
コ
ン
テ

ス
ト〝
２
０
１
５
〞」参
加
チ
ー
ム
募
集
！

　

県
で
は
、
参
加
・
実
践
型
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

運
転
免
許
を
お
持
ち
の
５
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
１
２
３

日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。

　

達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
表
彰
状
の
ほ
か
、
旅
行
券
な
ど
の

賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
㈬
か
ら
８
月
28
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

【
実
施
期
間
】
８
月
31
日
㈪
か
ら
12
月
31
日
㈭
の
１
２
３
日
間

【
参　
加　
費
】
１
人
あ
た
り
１
，
０
０
０
円

（
１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円
）

【
申
込
方
法
】
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、
市
町
役
場
の
窓
口

に
備
え
つ
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
消
防
防
災
安
全
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
２
１

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
に
つ
い
て

　

町
で
は
こ
の
度
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
を
表
示
し
た
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家
庭
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
す
ぐ
に
、
繰
り
返
し
見
ら
れ
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
い
場
所
に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
箇
所
や
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
等
を
確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
危
機
管
理
室　

☎
42
・
１
１
１
１
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税
務
職
員
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　

国
税
局
や
税
務
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、
年
齢
や
家
族
構
成
、

年
金
の
受
給
状
況
、
預
金
残
高
や
口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

国
税
局
や
税
務
署
で
は

● 　

還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 　

国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て

振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即
答
を
避
け
、
税
務

署
又
は
警
察
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
催
に
つ
い
て

　

宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成
27
年
度
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
内　
　

容
】

木
工
ク
ラ
フ
ト
科　

組
み
木
コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作　

定
員
10
人

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科　

バ
ネ
ポ
ー
チ
の
製
作　

定
員
10
人

　

難
し
い
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
業
の
し
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
製
作
し
た
作
品
は
、
各
自
で
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。）

【
日　
　

時
】
７
月
27
日
㈪

　

製
作
体
験
の
受
付
は
、
９
時
か
ら
９
時
30
分
で
す
。

　

施
設
見
学
は
、
随
時
可
能
で
す
。

【
費　
　

用
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

☎
22
・
３
４
１
０

子宮頸がん個別検診について
　これまで町で実施する子宮頸がん検診は集団検診のみでしたが、平成27年６月より、子宮頸がん個別検診が、検
診料一部補助にて医療機関で受診できるようになりました。詳しくは別表をご覧ください。
　個別検診を希望される人は、依頼書が必要となりますので保健福祉課（保健センター）までご連絡ください。
【別表】

実 施 期 間 平成27年６月１日から平成28年２月29日まで

対 象 者 松野町に住所を有する20歳以上の女性（年度末年齢）

検診委託医療機関

・市立宇和島病院（☎２５・１１１１）
・長野産婦人科（☎２４・１１０３）
・萩山医院寿レディースクリニック（☎２４・６２００）
・山内産婦人科（☎２４・０３２１）

注 意 事 項
・医療機関での子宮頸がん個別検診は、2,500円の自己負担となります。
・町が実施する検診は、集団検診か個別検診いずれかで、１人につき年１回受診できます。
・町が実施する集団検診については、無料で受診できます。

　なお、今年度は10月14日㈬に、松野町保健センターにて子宮頸がん検診（集団検診）を実施予定です。
【問い合わせ先】保健福祉課　保健師まで　☎42・0708

不動産表示登記無料相談会
７月31日㈮は、「土地家屋調査士の日」
です。不動産に関する様々な相談にお答えしま
す。電話による相談も受け付けています。
次のようなとき、ご相談ください。
　・隣との境界がわからない
　・自分の土地の面積を知りたい
　・相続や贈与などのために土地を２つに分けたい　等
【日時】７月31日㈮　10時から17時まで
【場所】県土地家屋調査士会
【問い合わせ先】県土地家屋調査士会
　　　　　　　　☎089・943・6769
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合
は
代
表
者
）
の
住
所
、
氏
名

【
受
付
期
間
】
７
月
１
日
㈬
か
ら
７
月
17
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】
松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
７
９

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
27
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】

●
教
養
学
部

愛
媛
県
職
員（
選
考
職
）採
用
試
験
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
愛
媛
県
職
員
（
選
考
職
）
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
及
び
採
用
人
数
】

●
看
護
師　
　
　
　

95
人
程
度

●
臨
床
工
学
技
士　

２
人
程
度

●
理
学
療
法
士　
　

２
人
程
度

●
作
業
療
法
士　
　

３
人
程
度

●
言
語
聴
覚
士　
　

２
人
程
度

【
申
込
期
限
】
７
月
７
日
㈫

【
試　
験　
日
】
７
月
18
日
㈯
、
７
月
19
日
㈰

【
今
回
の
変
更
点
】
こ
れ
ま
で
の
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
受
験

申
込
み
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
９
０

※ 

受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
の
ご
案
内

夏
休
み
特
別
企
画
「
裁
判
所
探
検
ツ

ア
ー
」
開
催
の
お
し
ら
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
で
は
、
愛
媛
県
内
の
小
学
５
、
６
年
生

を
対
象
に
実
際
の
法
廷
を
使
っ
た
刑
事
模
擬
裁
判
な
ど
を
行

う
「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
模
擬
裁
判
員
裁
判
を
体
験
し
た
り
、
裁
判
官

に
質
問
し
た
り
し
て
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

開
催
日
時
、
申
込
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】
８
月
13
日
㈭
13
時
15
分
か
ら
16
時
35
分

【
場　
　

所
】
松
山
地
方
裁
判
所

（
松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３
―
８
）

【
対　
象　
者
】
愛
媛
県
内
の
小
学
５
、
６
年
生　

30
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】

次
の
宛
先
ま
で
、
往
復
は
が
き
に
必
要
記
載
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
は
、
郵
送
（
往

復
は
が
き
）
に
よ
る
方
法
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
３
人
ま
で
と
し
ま
す
。（
４

人
以
上
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
全
員
に
つ
き
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

●
宛
先

〒
７
９
０
・
８
５
３
９

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３
―
８

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」
係

●
必
要
記
載
事
項

（
往
復
用
裏
面
）
参
加
希
望
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
③
電
話
番
号
、
④
学
校
名
、
⑤
学
年
、
⑥
同
伴
す
る
保

護
者
の
有
無
（
有
の
場
合
、
保
護
者
の
氏
名
及
び
参
加
希
望

者
と
の
続
柄
）

（
返
信
用
表
面
）
参
加
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
の
場

　

県
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

１　

狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
正
試
験

【
日　
　

時
】
７
月
９
日
㈭　

13
時

【
場　
　

所
】
山
村
開
発
町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

【
対 

象 

者
】
狩
猟
免
許
を
受
け
て
い
る
人
で
当
該
免
許
の
有

効
期
間
が
平
成
27
年
９
月
14
日
満
了
す
る
人

２　

狩
猟
免
許
試
験
（
新
規
対
象
者
）

【
日　
　

時
】
8
月
４
日
㈫
及
び
９
月
６
日
㈰
い
ず
れ
も
９
時

【
場　
　

所
】
南
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
自
然
保
護
課　

生
物
多
様
性
係

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
６
８

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
４

※ 

受
験
の
申
請
は
、
希
望
す
る
受
験
日
の
２
週
間
前
が
締
め

切
り
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

●
大
学
院

　

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

【
出
願
期
間
】

１
回
目　

〜
８
月
31
日
㈪

２
回
目　

９
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
20
日
㈰
ま
で

【
資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
０
・
０
８
２
６　

松
山
市
文
京
町
３
番
（
愛
媛
大
学
内
）

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

宇和島地区広域事務組合職員募集
　宇和島地区広域事務組合では、平成28年度採用の職員を次のとおり募集します。

【１次試験】

職　種 人　数 受　　験　　資　　格

事務職 ２人程度 昭和61年４月２日以降生まれで、大学卒業または平成28年３月卒業見込の人

栄養士 １人程度
昭和51年４月２日以降生まれで、管理栄養士資格を有する人（平成28年５月末日
までに取得見込みを含む。）

介護職 10人程度 昭和41年４月２日以降生まれで、介護福祉士資格を有する人

保育士 １人程度
昭和51年４月２日以降生まれで、保育士資格を有する人（平成28年３月末日まで
に取得見込みを含む。）

消防職 ９人程度

○ 平成３年４月２日以降生まれで、高等学校卒業以上の学歴を有する人または
　平成28年３月高校卒業見込み若しくは高校卒業程度以上の学力を有する人
○普通自動車免許（ＡＴ車限定を除く。）を有する人（取得見込みを含む。）
○高所恐怖症でない人

職　種 内　　　　　　　　　　容 試　　験　　日

事　務　職 教養試験、事務適性検査、作文 平成27年10月18日㈰

栄　養　士 栄養士専門試験、職場適応性検査、作文

平成27年９月20日㈰
介　護　職 社会人基礎試験、職場適応性検査、作文

保　育　士 保育士専門試験、職場適応性検査、作文

消　防　職 教養試験、消防適性検査、作文

※２次試験は、１次試験合格者のみに通知します。

※受験資格等の詳細は、各試験案内で確認してください。

【試験案内・志願表】○事務職・栄養士・介護職・保育士は、組合事務局管理課、組合福祉施設または組合ホームペー
ジにあります。○消防職は、消防本部総務課、鬼北消防署、吉田・津島分署、組合事務局管理課、宇和島市・松野町・

鬼北町人事担当課または消防本部ホームページにあります。※郵便で請求する場合は、「職員志願表請求」と朱書き

した封筒に、返信用封筒（92円切手を貼り、宛先を書いた長形３号サイズ）を同封し、各問い合わせ先へ郵送して

ください。

【受付期間】平成27年７月14日㈫から８月４日㈫
【問い合わせ先】

事務職・栄養士・介護職・保育士 消　　　防　　　職

〒798－8601　宇和島市曙町１番地
宇和島地区広域事務組合管理課人事係
☎0895・22・8664

〒798－0060　宇和島市丸之内５丁目１番18号
宇和島地区広域事務組合消防本部総務課
☎0895・22・7539
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Informationお し ら せ

平成27年度から国民健康保険税率を改正します
　国民健康保険は、職場の健康保険、後期高齢者医療制度で医療を受けている方や生活保護を受けている方を除く
すべての方が加入する医療保険です。
　加入者が保険税を出し合い、それを医療費に充てることで、病気やけがをしたときに、安心して医療機関を受診
できるように、みんなで助け合う制度で、各市町村が運営をしています。

■国保財政の現状
　国保財政は、被保険者の高齢化や高度医療技術の進展に伴う医療費の増加により、年々支出が増え続けている状
況にあります。その一方で、国保税収は減少傾向にあり、国保財政は大変厳しい状況となっています。
　このような中、本町におきましては、国保財政の貯金にあたる国民健康保険財政調整基金を繰り入れるなどして
対応してきましたが、今年度は一般会計からの法定外繰り入れにより赤字補てんせざるを得ない状況が生じており
ます。
　このため、平成27年度から国民健康保険税率を改正させていただくことになりました。
　厳しい財政状況の中、加入者の皆様にはご負担をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願いします。
 
■国民健康保険税率の改正内容
　平成27年４月から国保税率が次のとおり改正されます。

区　　分

全　加　入　者 40歳～64歳

医療給付費分 後期支援金分 介護納付金分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所　得　割 8.10％ 据え置き 2.00％ 2.30％ 1.90％ 2.00％

資　産　割 38.80％ 35.00％ 9.70％ 9.00％ 8.60％ 8.00％

均等割（１人あたり） 21,000円 据え置き 4,600円 6,400円 7,600円 7,000円

平等割（１世帯あたり） 23,300円 24,000円 4,800円 6,600円 4,300円 5,000円

賦課限度額 51万円 52万円 16万円 17万円 14万円 16万円

※平成27年度国民健康保険税納税通知書は、７月中旬に発送します。

■医療費を有効に！
　特定健診を受けましょう。
　病気の早期発見・早期治療は慢性疾患などの生活習慣病を予防するために欠かせません。
　毎年必ず特定健診を受診し、自らの健康管理に心がけましょう。（費用は無料です）

■医療費の節約にご協力を！
　加入者の皆さんのちょっとした心がけで医療費を節約することができます。
　年々増加する医療費を抑えるためにも、是非ご協力ください。
　　・休日や夜間の受診を控えましょう。
　　・同じ病気での重複受診はやめましょう。
　　・薬のもらい方を見直しましょう。
　　・かかりつけ医をもちましょう。
　　・医療費窓口無料化による安易な受診は控えましょう。
　　・ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用を検討しましょう。
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　　　　現在お持ちの保険証の有効期限は、平成27年７月31日㈮です。
　　　　８月１日㈯からは、新しい保険証をご使用ください。
・保険証の色が変わります。　◆一般被保険者：うぐいす色　→　黄色
　　　　　　　　　　　　　　◆退職被保険者：もえぎ色　　→　クリーム色
・世帯主の方へ加入者全員分を同封して郵送します。※納税相談が必要な世帯には別途通知します。
・台紙に貼り付けて郵送しますので、はがしてお使いください。
・保険証を受け取ったらすぐに内容を確認し、誤りや変更がある場合は、町民課窓口に届出をしてください。
・70歳以上の高齢受給者証と保険証は一体型となっております。
・ 年度途中で75歳になられる方や退職者医療制度から一般の国民健康保険に移行する人は年度途中までの有効期限
ですので、更新については別途通知します。

・簡易書留での郵送や窓口での交付を希望する方、送付先を変更したい方は７月10日㈮までにご連絡ください。

※ 有効期限の切れた保険証は役場町民課または吉野生支所まで返却していた
だくか、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険料について
・平成27年度の国保税決定通知書を７月中旬にお送りします。
【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42・1113

みなさんの納める保険税は、国保制度を支えるための大切な財源です。
納め忘れなどがないようご協力をお願いします。

後期高齢者医療保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月中旬にオレンジ色の封筒で郵送します
　　　　現在お持ちの保険証（オリーブ色）の有効期限は、平成27年７月31日㈮です。
　　　　８月１日㈯からは、新しい保険証（薄桃色）に変わります。
【交付対象者】　　75歳以上の人
　　　　　　　　65歳から74歳の一定の障がいがある人
　　　　　　　　（本人の申請に基づき、愛媛県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方）
【一部負担割合】１割または３割　※平成26年中の所得によって決定します。
【交付の時期】　　新しい保険証は、７月中旬に郵送します。
　　　　　　　　８月直前になっても届かない場合や不明な点がある場合は問い合わせてください。
　　　　　　　　なお、８月以降新たに75歳となる方の保険証は、誕生日の前月に郵送します。
　　　　　　　　新しい保険証が届いたら、住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。
　　　　　　　　※ 有効期限の切れた保険証は、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険料について
　平成27年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
　納付方法は年金から天引きされる「特別徴収」と納付書または口座振替で
　納める「普通徴収」があります。前年度と納付方法が変更になっている方
　もいますので、通知書を必ずご確認ください。
※  詳しくは、保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のご案内」を
ご覧ください。

【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42・1113

国民健康保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月中旬に青色の封筒で郵送します
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７月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 水 粗大ごみ収集日／豊岡後集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

３ 金 健康診査／松野町隣保館　7：30～10：30（受付） 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

４ 土

５ 日 松野町60周年記念「もぎたてテレビ生放送」
広見川等清掃美化活動／全町

当小川クリニック☎23-3599
当山本内科医院☎22-5100

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当水谷医院☎52-0144

６ 月 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

８ 水 粗大ごみ収集日／延野々集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 土

12 日 粗大ごみ収集日／松野町役場 当上甲外科クリニック☎25-5811
当楠崎内科☎24-2211

当こおり小児科☎24-5633
当鈴木外科☎52-0104

13 月 可葛川以外町内全域

14 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

15 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

16 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

17 金 小中学校終業式 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

18 土 郡小学校水泳競技大会

19 日 当植木整形外科☎22-0022
当中山内科胃腸科☎22-0707

当上田小児科・外科☎25-0100
当松野町国保中央診療所☎42-0707

20 月 当福島胃腸科外科☎24-5588
当吉田内科泌尿器科医院☎25-1330

当山下小児科☎23-0055
当市立吉田病院☎52-0611 可葛川以外町内全域

21 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

22 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

23 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 土

26 日 森の国安全で安心なまちづくりフェア 当しませ医院☎27-1888
当石川循環器科内科☎20-0320

当こばやし小児科☎23-1150
当いしむら整形外科☎20-6635

27 月 可葛川以外町内全域

28 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

29 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

30 木 健康診査／松野南小学校　7：30～11：00（受付） 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

31 金 健康診査／松野南小学校　7：30～11：00（受付） 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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